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神奈川県 周遊促進業務「⻄湘・⾜柄レンたび」開始のお知らせ

当社は今年４⽉、神奈川県による「令和６年度脱炭素モビリティを活⽤した県⻄地域の周遊促進業務」
公募型プロポーザルの採択を受け、株式会社 REXEV（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：渡部 健、
以下「REXEV」）とコンソーシアムを組成し、2024 年 10 ⽉ 10 ⽇より「⻄湘・⾜柄レンたび」を開始し
ますのでお知らせいたします。

１．⽬的
当社は、神奈川県との契約締結により、新たに神奈川県⻄部２市８町（⼩⽥原市、南⾜柄市、中井

町、⼤井町、松⽥町、⼭北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町）へ当社SEA-Board（電動キックボ
ード）、及びREXEVによる７種類のBEV（バッテリーのみで駆動する電気⾃動⾞）を配備することで、
地域脱炭素化の推進を図るとともに、観光客の周遊促進や地域移動の利便性向上を⽬的といたします。

２．「⻄湘・⾜柄レンたび」の概要
SEA-BoardやBEVを⽬的に合わせ⾃由に選択することで、⻄湘・⾜柄エリアの美しい⾃然環境を守り

ながら、細い路地や⼈気スポットへの⾏き来をスムーズに⾏うことができます。
⻄湘・⾜柄エリアの魅⼒は、その多様性にあります。歴史ある城郭や、温泉街、美しい海岸、豊かな森

林など様々な魅⼒が凝縮されています。電気⾃動⾞や電動キックボードを利⽤することで、これらの⼈
気スポットへのアクセスがスムーズになり、1 ⽇の観光範囲が⼤幅に広がり、より多くの観光地を効率
的に巡ることが可能になります。
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3．ステーション設置場所 
 【SEA-Board】        

No. ステーション名称 住所 
１ ⼩⽥原駅⻄⼝（クラフトえいと） ⼩⽥原市城⼭⼀丁⽬９−９ 
２ ⽵の花交差点前（SquareO2 駐輪場） ⼩⽥原市栄町⼆丁⽬ 12−10 
３ ミナカ⼩⽥原 ⼩⽥原市栄町⼀丁⽬１−15 
４ 御幸の浜（籠清 法⼈駐⾞場） ⼩⽥原市本町三丁⽬８ 
５ ⼩⽥原漁港（共同冷蔵） ⼩⽥原市南町⼀丁⽬５−７ 
６ 国府津駅前 ⼩⽥原市国府津三丁⽬７ 
７ 下曽我駅前 ⼩⽥原市曽我別所 807−１７ 
８ ⼤雄⼭駅前（ヴェルミ３） 南⾜柄市関本５９１−１ 
９ スプラポ（松⽥町） ⾜柄上郡松⽥町松⽥惣領３２１−１ 
10 ライジングパーク新松⽥ ⾜柄上郡松⽥町松⽥惣領９９７−１ 
11 真鶴駅前（さがみ信⽤⾦庫） ⾜柄下郡真鶴町真鶴３８６ 

  ※ SEA-Boardは乗捨て可能なため配備台数は変動いたします。 
 【BEV】 

No. ステーション名称 住所 配備モビリティ 
１ 富⽔※ ⼩⽥原市堀之内１４ ⽇産サクラ 1 台 
２ スプラポ（松⽥町）※ ⾜柄上郡松⽥町松⽥惣領３２

１−１ 
⽇産サクラ 1 台 

３ 真鶴駅前（さがみ信⽤⾦庫）
※ 

⾜柄下郡真鶴町真鶴３８６ FOMM ONE 1 台 

４ ⼩⽥原駅⻄⼝駐⾞場 ⼩⽥原市城⼭⼀丁⽬３ ⽇産サクラ 1 台 
VOLVO C40 1 台 

５ 栄町三丁⽬ ⼩⽥原市栄町三丁⽬１０−７ ⽇産リーフ 1 台 
（〜2024 年 12 ⽉） 
BYD ATTO3 1 台 
（2025 年１⽉〜） 

６ UMECO（⼩⽥原駅東⼝） ⼩⽥原市栄町⼀丁⽬１−２７  
⼩⽥原市⺠交流センター
UMECO 5F 

⽇産リーフ １台 

７ リバティ⼩⽥原本町第⼆ ⼩⽥原市本町⼀丁⽬１０ ⽇産リーフ 2 台 
三菱 ek クロス EV 1 台 
BYD DOLPHIN 1 台 
（2024 年 10 ⽉下旬〜） 

８ パレスオダワラ ⼩⽥原市南町⼀丁⽬４−１８ ⽇産サクラ 1 台 
９ ⽇帰り温泉和泉（箱根湯本） ⾜柄下郡箱根町湯本６５７ ⽇産リーフ 1 台 
10 湯河原駅 ⾜柄下郡湯河原町⼟肥⼀丁⽬

１１−１ 
⽇産リーフ 1 台 
三菱 ek クロス EV 1 台 

※ 今回新たに設置するステーションになります。 
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【ご参考】 

 ・「⻄湘・⾜柄レンたび」公式 HP      https://rentabi.info/ 
・株式会社 REXEV                   https://rexev.co.jp/  
・サンオータスモビリティ         https://sa-mobility.com/ 
 
 

今後とも当社は、地域需要に即したモビリティサービス開発を継続し、CO２排出削減を促す移動  
⼿段の推進により脱炭素社会の実現に取り組んでまいります。 
 

以上 
 


